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３年ぶりの卒業式
　3月16日、市内中学校の卒業式が
行われました。今年の卒業生は、小学
校卒業前に東日本大震災、中学入学
式の夜に大きな余震に遭った生徒さ
ん方です。不安を抱えての始まりと
なった３年間もあっという間だったと
思います。また、震災の津波と原発
事故で、新庄に避難されたお子さん
が無事新庄の中学校を卒業されまし
た。友達もいない慣れない土地で不
安な気持ちで一杯だったことでしょ
う。おめでとうございます。
　卒業式で、　避難されていたお子
さんと目が合い、ふと震災時の記憶
が蘇りました。議会中の大きな揺れと
停電、発電機につないだテレビの映
像に絶句、小雪が降る中、県内消防隊
による消防援助隊を送り出したこと、
地域担当職員による区長からの情報
収集、翌日からのガソリンスタンドな
どでの行列、東山スポーツハウスで
の避難生活の様子…。３年が経過した
今、当市では何事も無かったように卒
業式ができることがありがたいです
が、今だに25万人もの避難者がいる
中で、「震災が風化していくようで、ま
た復興が中々進まないことが避難者
の希望を消すようで怖い」との石巻商
工会議所会頭の話を思い出し、確かに
３年たって忘れていた部分があったこ
とに気づきました。
　後日そのお子さんとご家族が、４月
から、いわき市での生活を送ることに
なったと、お別れのあいさつに来てく
れました。そして、「３年間の大雪の生
活は大変だったけどいい思い出にな
りました。」と言ってくれました。震災
をばねに元気に成長してくれることを
お祈りしたいと思います。
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　昭和24年4月1日に「新庄市」は誕生しました。それから65年…。人口減少の時代を迎
え、高齢化の進展、経済のグローバル化など、先を見通すことが難しい世の中となりました。
しかし、これまで新庄市を創りあげてきた多くの方々の努力や思いを忘れずに、時代の波を
乗り越え、ふるさと新庄を引き継いでいかなければいけません。地域の力を結集し、これから
もいきいきと元気あふれる「笑顔輝くまち新庄」をめざしていきましょう。

市制施行65周年記念事業関連の特設ページを作りました
http://www.city.shinjo.yamagata.jp/11314.html
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2月末現在の新庄人 （38,439人）

世帯数 13,6.39世帯（13,669世帯）

男
18,018人
（18,194人）

出　生 22人 （25人）
死　亡 45人 （42人）
転　入 76人 （64人）
転　出 89人（112人）

女
20,002人

（20,245人）

2月
の異動

※住民基本台帳法の改正で外国人を含む人口集計になりました。（  ）は1年前の日本人+外国人の数です。

65歳！
これからも元気！
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学校3年）



3 広報

今年度も引き続き、「人行きかうまち」、「人ふれあうまち」、「人学びあえるまち」をまちづくりの
基本理念とし、地域の良さを最大限に引き出し、「元気なまち」づくりに取り組んでいきます。
　また今年、新庄市は市制施行６５周年を迎えます。先人たちが一つ一つ積み上げてきた
歴史と伝統をさらに未来へ繋ぎ、市が飛躍するきっかけの年にもしなければなりません。
これらを踏まえ、市では市政運営の基本指針となる「新庄市まちづくり総合計画」で定める
３つの重点プロジェクトに沿い、経営資源の集中を図りながら事業を推進していきます。

今年度の主な事業と当初予算をお知らせします。

ひと、まち
、元気！

特集
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人行きかうまち

経済力

人学びあえるまち

教育力
人ふれあうまち

地域力

平成26年度施政方針より抜粋　http://www/shinjo.city.yamagata.jp/11602.html

地域基盤力平成26年度施政方針

３つの理念と
地域基盤力

丸3年が経過した東日本大震災の教訓を
忘れず、また、地球温暖化によるゲリラ豪
雨・豪雪が多発する状況のなか、地域の防
災体制づくりや雪に強いまちづくりを進め
るためにも、自助・共助・公助の意識づくり
や、少子高齢社会の中での地域コミュニ
ティの活性化を進めていきます。

学校教育及び社会教育の環境を整備す
るとともに、特に子どもたちの地域に根
ざした学習活動を通して、ふるさとに誇
りと愛着を持つ自立した人材を育成しま
す。さらに地域の産業を支える人材の育
成に向けた環境整備を図ります。

地元企業や起業される人への支援、企業誘致な
どにより働く場を創出し、産業振興を図るとと
もに定住の足固めを進め、市民所得の向上を図
ります。また、新庄まつりやインバウンド事業な
どによる観光、魅力ある「食」などで誘客を促進
し、交流人口の拡大を図り、地域の経済活動を
高めていきます。

　

新
庄
市
は
、
誕
生
し
て
六
十
五

年
と
な
り
、
人
生
で
は
一
般
的
に

高
齢
者
の
入
口
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、市
政
に
お
い
て
は
、年
齢
に
負

け
な
い
壮
健
さ
を
さ
ら
に
向
上
さ

せ
る
と
と
も
に
、
豊
富
な
知
恵
を

お
互
い
に
出
し
合
い
、
こ
れ
か
ら

も
い
き
い
き
と
元
気
な
新
庄
市
を

市
民
と
共
に
作
り
上
げ
て
い
く
所

存
で
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
地
域
の
発
展
を

目
指
す
た
め
に
、
再
度
見
つ
め
直

し
て
い
く
時
期
に
来
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
は「
新
庄
の
良
さ
」

を
再
発
見
、
再
認
識
す
る
こ
と
で

あ
り
、地
域
の
宝
を
発
掘
し
、磨
き

光
ら
せ
て
い
く
こ
と
が
、市
民
、そ

し
て
、
地
域
の
自
信
と
誇
り
に
つ

な
が
る
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま

す
。

　

誰
も
が
住
み
続
け
た
い
と
思
え

る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
多

岐
に
わ
た
る
行
政
課
題
の
解
決
に

向
け
た
政
策
を
着
実
に
成
し
遂
げ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

「
ま
ち
は
だ
れ
の
も
の
」と
い
う

初
心
を
忘
れ
ず
、「
市
民
第
一
主

義
」の
原
則
で
、職
員
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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新庄の良さを
最大限に引き出しながら

「元気なまち」を
作っていくために



活気ある地域  元気・笑顔

雇用・交流拡大
プロジェクト

豊かな心  文化・人づくり

子育て・人づくり
プロジェクト

安全・安心  快適な生活環境

安全・安心充実
プロジェクト

市政運営の基本指針

新庄市まちづくり総合計画
　5つの基本目標からなる新庄市まちづくり総合計画を基本指
針にし、「暮らし、定住、未来創造」という最も重要な観点から、「雇
用・交流の拡大」、「安全・安心の充実」、「子育て・人づくり」の３つ
の重点プロジェクトを中心に、協働によるまちづくりの推進を手
法として、事業を進めていきます。

いきいきと働き、
活力とにぎわいのあるまち

社会生活基盤
が整い、安全で

快適なまち

自然と共生し、
環境に

やさしいまち

みんな健康で、
笑顔あふれるまち

ふれあい、学びあい、
心をつなぐまち

5つの基本目標
1
ふ
る
さ
と
人
材
確
保
事
業

　............................................

九
十
六
万
円

　

地
元
の
製
造
業
及
び
看
護
師
の
人
材
育
成
と
定
着

を
目
的
と
し
て
、市
内
の
高
校
生
が
理
工
系
ま
た
は

看
護
系
の
大
学
に
進
学
す
る
際
に
、無
利
子
で
奨
学

金
を
貸
与
し
ま
す
。さ
ら
に
卒
業
後
直
ち
に
市
内
の

企
業
に
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
し
た
場
合
に
は
、奨
学
金
の

返
済
を
半
額
免
除
し
ま
す
。	

［
商
工
観
光
課
］

2
六
次
産
業
化
推
進
事
業

　............................................

六
〇
〇
万
円

　

新
庄
市
の
農
産
物
や
加
工
品
に
磨
き
を
か
け
、消

費
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
商
品
開
発
な
ど
に
取
り
組

み
、新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
創
出
と
農
業
の

振
興
に
つ
な
げ
ま
す
。	

［
農
林
課
］

3
都
市
×
田
舎
交
流
促
進
事
業

　............................................

三
六
二
万
円

　

新
庄
市
の
魅
力
あ
る
地
域
資
源
と
、地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
感
性
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
最
大
限
に
活
用

し
、人
材
の
育
成
と
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。ま

た
、田
舎
の
魅
力
を
都
市
住
民
に
発
信
す
る
こ
と
に

よ
り
都
市
と
の
交
流
を
図
り
ま
す
。	［
商
工
観
光
課
］

4
新
庄
ま
つ
り
振
興
事
業

　.......................................

二
、四
三
八
万
円

　

よ
り
多
く
の
観
光
客
が
快
適
に
ま
つ
り
を
楽
し
め

る
よ
う
に
、環
境
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。ま
た
、昨

年
に
続
き
、新
庄
ま
つ
り
最
終
日
に
、県
外
の
祭
り

団
体
を
招
き
、観
光
振
興
と
地
域
活
性
化
を
図
り
ま

す
。	

［
商
工
観
光
課
］

重点
プロジェクト

暮らし、定住、未来創造

▲宵まつりの観覧席は、例年予約開始直後に完売してしまう状況が続いてまし
たが、今年度から更に多くの皆さまにご覧いただけるよう、席数を増加させます。

協働による
誇りもてるまちづくり

※
2
、3
の
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」制
度
を
活
用
し
、都

会
の
目
線
を
踏
ま
え
た
上
で
効
果
的
に
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

雇用・交流拡大
プロジェクト

平成 　　　年度主な事業
※金額は1万円未満を切り捨て

表記しています。
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今
年
、新
庄
市
は
市
制
施
行
六
十
五

周
年
と
な
り
、さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

1
市
制
施
行
六
十
五
周
年
記
念
事
業
実

行
委
員
会
負
担
金

　............................

一
〇
〇
万
円

　

山
形
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
開
催
に
合
わ
せ
、六
月

十
四
日
㈯
に
市
制
施
行
六
十
五
周
年
記

念
式
典
と
市
制
施
行
六
十
五
周
年
を
市

民
と
祝
う
会「
元
気
ま
つ
り
」を
開
催
し

ま
す
。

　

な
お
、同
日
に
、中
心
商
店
街
に

て「
か
む
て
ん
市
〜
新
庄
ま
る
ご
と

１
０
０
円
商
店
街
」が
実
施
さ
れ
ま
す
。

2
第
五
十
回
新
庄
市
芸
術
祭
実
行
委
員

会
負
担
金

　...............................

五
十
万
円

　

新
庄
市
芸
術
祭
は
、平
成
二
十
六
年

度
に
第
五
十
回
の
節
目
を
迎
え
る
た

め
、市
制
施
行
六
十
五
周
年
に
あ
た
り

そ
の
記
念
事
業
を
開
催
す
る
こ
と
で
、

市
民
の
芸
術
活
動
を
活
性
化
し
ま
す
。

［
社
会
教
育
課
］

1
雪
総
合
対
策
事
業

　.......................................

八
、九
四
一
万
円

　

雪
に
強
い
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を

目
指
し
、機
械
に
よ
る
除
排
雪
体
制
の
強
化
を
中
心

に
、流
雪
溝
の
整
備
、消
雪
道
路
機
能
の
改
良
な
ど
を

継
続
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、市
民
と
一
体
と
な
っ

た
除
排
雪
シ
ス
テ
ム
の
確
立
に
向
け
、今
年
度
は
、市

民
へ
の
除
雪
機
購
入
支
援
制
度
を
拡
充
し
ま
す
。

［
都
市
整
備
課
］

2
防
災
対
策
推
進
事
業

　.......................................

一
、〇
一
二
万
円

　

新
庄
市
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、主
要
な
避
難

所
に
お
け
る
災
害
対
策
資
機
材
・
備
蓄
品
及
び
防
災

倉
庫
の
整
備
、災
害
発
生
を
想
定
し
た
食
糧
や
飲
料

水
等
の
備
蓄
を
す
す
め
ま
す
。さ
ら
に
自
主
防
災
組

織
の
育
成
を
図
る
こ
と
で
、地
域
防
災
力
の
強
化
を

図
り
ま
す
。	
［
環
境
課
］

3
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車
更
新
事
業

　.......................................

一
、一
五
八
万
円

　

消
防
団
の
消
火
活
動
に
支
障
が
生
じ
な

い
よ
う
に
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車
を
計

画
的
に
更
新
す
る
こ
と
で
、災
害
に
対
応
し

易
い
環
境
を
整
え
、消
防
団
員
の
安
全
向
上

を
図
り
ま
す
。	

［
環
境
課
］

4
予
防
接
種
事
業

　.............................

六
、五
二
〇
万
円

　

乳
幼
児
の
予
防
接
種
や
高
齢
者
の
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
の
助
成
な
ど
を
実

施
す
る
こ
と
で
、感
染
症
を
予
防
し
、健
康

の
保
持
増
進
を
図
り
ま
す
。

 ［
健
康
課
］

安全・安心充実プロジェクト

協働によるまちづくり
地
域
づ
く
り
支
援
事
業

（
モ
デ
ル
事
業
・
交
付
金
制
度
）

　.........................

八
十
九
万
円

　

地
域
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、地

域
の
魅
力
や
課
題
な
ど
の
基
礎
調
査

を
実
施
し
た
地
区
に
対
し
て
市
が
委

託
料
を
支
払
う「
地
域
づ
く
り
支
援

モ
デ
ル
事
業
」と
そ
の
調
査
に
よ
り

明
ら
か
に
な
っ
た
地
域
課
題
を
解
決

す
る
た
め
に
行
う
事
業
に
対
し
て
交

付
金
を
支
払
う「
地
域
づ
く
り
推
進

交
付
金
制
度
」を
実
施
し
ま
す
。

［
総
合
政
策
課
］

市制施行
65周年
記念事業

平成 　　　年度主な事業
※金額は1万円未満を切り捨て

表記しています。
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1
小
中
学
校
空
調
設
備
整
備
事
業

　.................................

二
億
三
、〇
一
五
万
円

　

近
年
の
夏
場
の
猛
暑
に
対
し
て
、学
校
運
営
を
よ
り

効
果
的
に
行
う
た
め
、市
内
の
六
小
学
校
、四
中
学
校

の
保
健
室
、図
書
室
な
ど
の
必
要
諸
室
に
冷
房
設
備
を

設
置
し
、学
校
環
境
衛
生
を
改
善
し
ま
す
。

［
教
育
総
務
課
］

2
小
中
一
貫
教
育
校
建
設
事
業

　..............................

一
七
億
五
、二
七
五
万
円

　

萩
野
中
学
校
区
に
お
い
て
、泉
田
小
、萩
野
小
、昭

和
小
を
統
合
し
、萩
野
中
と
と
も
に
同
一
の
校
舎
で

学
校
生
活
を
お
く
る「
施
設
一
体
型
小
中
一
貫
教
育

校
」を
平
成
二
十
七
年
四
月
の
開
校
を
目
指
し
、一
貫

教
育
校
の
校
舎
お
よ
び
体
育
館
の
建
設
工
事
を
継
続

し
て
進
め
ま
す
。

［
教
育
総
務
課
］

3
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
整
備
事
業

　.......................................
三
、〇
九
七
万
円

　

地
域
に
お
け
る
児
童
の
健
全
育
成
と
保
護
者
の
仕

事
と
家
庭
の
両
立
を
支
援
す
る
た
め
、小
中
一
貫
教

育
校
に
併
設
し
て
学
童
保
育
所
を
新
設
し
ま
す
。

［
子
育
て
推
進
課
］

4
第
三
子
以
降
児
童
の
保
育
料
免
除
事
業

　............................................

八
六
四
万
円

　

九
歳
未
満
の
児
童
が
三
人
以
上
い
る
世
帯
で
、保

育
所
な
ど
に
入
所
す
る
第
三
子
以
降（
三
歳
未
満
）の

保
育
料
を
免
除
す
る
こ
と
で
、多
子
世
帯
の
負
担
を

軽
減
し
、仕
事
と
子
育
て
の
両
立
を
支
援
し
ま
す
。

	

［
子
育
て
推
進
課
］

5
地
域
リ
ー
ダ
ー
講
座

　...............................................

二
十
万
円

　

ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
課
題
や
現
状
認
識
の
共
有

化
を
図
り
な
が
ら
課
題
解
決
策
を
見
出
し
、そ
の
実

施
に
向
け
て
計
画
を
練
っ
て
い
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
取
り
組
み
を
通
し
、こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
の

リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
と
と
も
に
地
域
づ
く
り
の
気

運
の
醸
成
を
図
り
ま
す
。な
お
、今
年
度
の
テ
ー
マ
は

「
地
域
住
民
の
健
康
づ
く
り
」と
し
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
他
に
体
験
学
習
を
交
え
な
が
ら
全
四
回
の
日
程

で
実
施
し
ま
す
。	

［
総
合
政
策
課
］

協働によるまちづくり

子育て・人づくりプロジェクト

▲去年9月に「地域づくり推進交付金制度」を活用して
金沢地域連合町内会が実施した「寺子屋・金沢塾自主
防災組織づくり講演会」の様子

3
人
間
国
宝
・
奥
山
峰
石
作
品
展

　............................

二
五
〇
万
円

　

重
要
無
形
文
化
財
保
持
者（
人
間
国

宝
）で
あ
り
、新
庄
市
名
誉
市
民
で
あ
る

奥
山
峰
石
氏
の
作
品
等
を
一
同
に
展
示

す
る
記
念
展
を
新
庄
ふ
る
さ
と
歴
史
セ

ン
タ
ー
に
て
六
月
十
四
日
か
ら
開
催
し

ま
す
。	

［
社
会
教
育
課
］

4
新
庄
市
名
誉
市
民
近
岡
善
次
郎
生
誕

百
周
年
記
念
事
業

　............................

一
七
〇
万
円

　

文
化
・
芸
術
の
振
興
に
大
き
な
功
績

を
遺
し
た
新
庄
市
名
誉
市
民
の
故
近
岡

善
次
郎
氏
の
生
誕
百
周
年
を
記
念
し
、

記
念
展
を
ふ
る
さ
と
歴
史
セ
ン
タ
ー
と

市
民
プ
ラ
ザ
に
て
七
月
十
九
日
か
ら
開

催
し
ま
す
。	

［
社
会
教
育
課
］

5
市
民
提
案
事
業

　............................

一
〇
〇
万
円

　

市
制
施
行
六
十
五
周
年・
山
形
デ
ィ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
催

に
あ
た
り
、市
内
外
の
方
が
広
く
参
加
で

き
、市
民
と
交
流
し
な
が
ら
に
ぎ
わ
い
な

ど
を
創
出
す
る
事
業
や
、市
の
歴
史・
文

化
を
誇
れ
る
事
業
に
つ
い
て
、市
民
提
案

の
中
か
ら
選
定
し
、補
助
を
行
い
ま
す
。

　

応
募
期
限
は
四
月
三
十
日
㈬
ま
で
。

応
募
希
望
団
体
は
事
前
の
ご
相
談
を
お

願
い
し
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、総
合
政
策
課
企
画
政
策

室
☎
内
線
２
３
６
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予算の概要
　平成26年度当初予算はこれまでの「財
政再建プラン」に基づいた財政の健全化を
踏襲しながら、「新庄市まちづくり総合計
画」を第一の基本として、重要プロジェクト
に予算の重点化を図りました。
　歳入は市税の伸びが見られるものの、国
の方針により地方交付税が減額となる見込
みであることから、各種基金からの繰入れ
などにより財源を確保しています。
　歳出は、これまでの財政再建の取り組み
により、人件費や公債費（市債返済額）など

が減少しましたが、年々増加する扶
助費（社会保障関係費）や来年度に
開校する小中一貫教育校の建設事
業により予算全体で前年度比8.1％
の大幅な伸びとなり、五年連続の増
額予算となりました。

■
　

歳
入
の
特
徴

　

緩
や
か
に
回
復
し
て
き
て
い
る
経
済
状

況
を
背
景
に
、市
税
全
体
で
七
千
三
万
円
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。法
人
市
民
税
が
減
少

し
た
も
の
の
、個
人
市
民
税
や
固
定
資
産
税
、

市
た
ば
こ
税
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

各
種
交
付
金
は
税
制
改
正
に
よ
り
自
動
車

取
得
税
交
付
金
が
減
額
と
な
っ
た
も
の
の
、

地
方
消
費
税
交
付
金
は
九
千
百
四
十
五
万

円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
方
交
付
税
は
、国
の
地
方
財
政
計
画
を

反
映
し
、七
千
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
庫
支
出
金
は
、今
年
度
に
完
成
す
る
小

中
一
貫
教
育
校
建
設
事
業
の
交
付
金
や
障

害
者
自
立
支
援
事
業
の
負
担
金
な
ど
に
よ

り
大
き
く
伸
び
、六
億
六
千
六
十
一
万
円
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

　

県
支
出
金
は
、農
業
対
策
関
連
補
助
金
の

増
額
に
伴
っ
て
、九
千
四
百
九
十
八
万
円
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
債
は
、財
源
不
足
を
補
う
た
め
の
臨

時
財
政
対
策
債（
返
済
金
の
全
額
が
地
方

交
付
税
措
置
）は
、国
の
削
減
方
針
に
よ
り

五
千
五
百
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た

が
、小
中
一
貫
教
育
校
建
設
事
業
、小
中

学
校
冷
房
設
備
設
置
事
業
な
ど
に
よ
り
、

二
億
五
千
四
百
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し

た
。な
お
、臨
時
財
政
対
策
債
を
除
い
た
本

来
の
市
債
は
十
一
億
三
千
五
百
六
十
万
円

と
な
り
ま
す
。

■
　

歳
出
の
特
徴

■
議
会
費（
八
．〇
％
増
）

　

市
議
会
議
場
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
委
託

料
が
新
た
に
増
え
た
こ
と
な
ど
に
よ
り

千
五
百
五
十
二
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

■
総
務
費（
二
．八
％
減
）

　

職
員
給
与
費
二
千
二
百
十
一
万
円
の

減
、固
定
資
産
評
価
替
え
に
伴
う
鑑
定
手

数
料
千
百
四
十
万
円
の
減
な
ど
に
よ
り
、

三
千
八
百
三
十
二
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

■
民
生
費（
四
．八
％
増
）

　

国
民
健
康
保
険
事
業
へ
の
繰
出
金
が

九
千
二
百
七
十
七
万
円
の
減
と
な
り
ま
し

た
が
、消
費
増
税
に
よ
る
影
響
を
緩
和
す
る

た
め
の
臨
時
福
祉
給
付
金
な
ど
に
よ
り
、

二
億
千
五
百
八
十
二
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

■
衛
生
費（
七
．九
％
減
）

　

水
道
施
設
の
防
災
対
策
の
た
め
の
出
資

金
三
千
二
百
十
九
万
円
が
新
た
に
増
え
ま

し
た
が
、し
尿
処
理
に
つ
い
て
の
最
上
広
域

分
担
金
八
千
五
百
五
十
二
万
円
の
減
や
、旧

八
向
地
区
運
動
広
場
公
衆
便
所
整
備
事
業

の
完
了
な
ど
に
よ
り
、一
億
千
百
八
十
万
円

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

前年度比8.1％の増
（12億3,100万円の増）

諸収入 8億4,453万円（5.2％）
繰入金 3億6,450万円（2.2％）
分担金･負担金 3億1,073万円（1.9％）
使用料･手数料 2億5,382万円（1.6％）
繰越金 1億6,000万円（1.0％）
財産収入 684万円（  －  ）
寄付金 500万円（  －  ）

県支出金 10億4,526万円（6.4％）
地方消費税交付金 4億5,800万円（2.8％）
地方譲与税 1億1,480万円（0.7％）
自動車取得税交付金 2,300万円（0.2％）
地方特例交付金 1,300万円（0.1％）
利子割交付金 730万円（  －  ）
交通安全対策特別交付金 730万円（  －  ）
ゴルフ場利用税交付金 470万円（  －  ）
配当割交付金 320万円（  －  ）
株式等譲渡所得割交付金 110万円（  －  ）

 市税
 43億4,802万円
（26.6％）

自主財源
62億9,344万円
（38.5％）

依存財源
100億5,056万円
（61.5％）

地方交付税
43億8,000万円
（26.8％）

市債
16億9,560万円
（10.4％）

国庫支出金
22億9,730万円
（14.1％)

歳入

万円

平成 　　　年度当初予算

163億4,400万円
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■
農
林
水
産
業
費（
〇
．九
％
増
）

　

県
営
土
地
改
良
事
業
負
担
金
が
減
り

ま
し
た
が
、担
い
手
総
合
支
援
対
策
事
業

（
人
・
農
地
プ
ラ
ン
）や
園
芸
作
物
・
畜
産
対

策
関
係
補
助
金
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り

六
百
四
十
五
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

■
商
工
費（
一
〇
．一
％
増
）

　
「
ゆ
め
り
あ
」に
関
連
す
る
最
上
広
域
分
担

金
が
五
千
五
百
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た

が
、産
業
立
地
促
進
資
金
貸
付
金
の
増
や
中

核
工
業
団
地
未
分
譲
用
地
の
購
入
費
が
新
た

に
増
え
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
八
千
三
百
九
万

円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

■
土
木
費（
三
．一
％
減
）

　

流
雪
溝
整
備
事
業
が
二
千
二
十
二
万
円

の
増
と
な
っ
た
ほ
か
、新
た
に
都
市
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
見
直
し
業
務
委
託
料
が
増
え

ま
し
た
が
、道
路
の
改
良
事
業
が
完
了
し
た

こ
と
や
公
共
下
水
道
事
業
会
計
繰
出
金
が

二
千
六
百
五
十
三
万
円
の
減
と
な
る
こ
と

に
よ
り
四
千
二
百
二
十
一
万
円
の
減
と
な

り
ま
し
た
。

■
消
防
費（
八
．三
％
増
）

　

金
山
支
署
建
設
に
伴
う
最
上
広
域
分
担

金
千
六
百
三
十
万
円
の
増
や
、デ
ジ
タ
ル
消

防
無
線
機
や
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車
購

入
な
ど
に
よ
り
四
千
八
百
四
十
万
円
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

■
教
育
費（
四
十
五
．三
％
増
）

　

平
成
二
十
七
年
度
に
開
校
す
る
小
中
一

貫
教
育
校
の
建
設
事
業
や
開
校
準
備
事
業

が
六
億
六
千
百
六
万
円
の
増
と
な
り
、さ
ら

に
小
中
学
校
冷
房
設
備
設
置
事
業
や
市
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
改
修
事
業
が
新
た
に
増
え
た

こ
と
な
ど
に
よ
り
十
億
九
千
五
百
十
六
万

円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

■
公
債
費（
二
．五
％
減
）

こ
れ
ま
で
の
市
債
の
順
調
な
償
還
に
よ
り
市

債
元
金（
元
金
償
還
額
）三
千
五
百
四
十
九
万

円
の
減
と
な
り
、市
債
利
子
も
五
百
九
十
四
万

円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
一
般
会
計
の
市
債
残
高【
年
度
末
見
込
】

二
十
五
年
度
／

百
四
十
一
億
九
千
六
百
八
十
六
万
円

二
十
六
年
度
／

百
四
十
五
億
五
千
九
百
八
万
円

【特別会計】（前年度比）
国民健康保険事業特別会計 41億4,860万円 （0.4％）

交通災害共済事業特別会計 677万円（▲2.7％）

公共下水道事業特別会計 14億4,991万円 （0.7％）

農業集落排水事業特別会計 8,296万円 （1.9％）

営農飲雑用水事業特別会計 3,897万円 （28.0％）

介護保険事業特別会計 33億3,971万円 （5.8％）

後期高齢者医療事業特別会計 4億804万円 （7.0％）

【企業会計】（前年度比）

水　道　事　業
収　入 13億2,607万円 （19.9％）

支　出 18億9,912万円 （20.9％）

※歳入・歳出の（　）は
構成比です。

商工費 9億523万円（5.5％）
農林水産業費 7億1,286万円（4.4％）
消防費 6億3,365万円（3.9％）
議会費 2億973万円（1.3％）
労働費 5,085万円（0.3％）

わかりやすい予算書
当初予算について解説したものを
市ホームページに掲載します。
http://www.city.shinjo.
yamagata.jp/3038.ｈｔｍｌ
◎財政課財政運営室☎内線

231・232

民生費
47億1,772万円
（28.9％）

公債費
16億2,314万円
（9.9％）

衛生費
12億9,878万円
（7.9％）

土木費
13億2,259万円
（8.1％）

総務費
13億3,735万円
（8.2％）

教育費
35億1,140万円
（21.5％）

人件費など
義務的経費

64億9.348万円
（39.7％）

物件費など
消費的経費

66億5,284万円
（40.7％）

投資的経費
31億9,768万円
（19.6％）

　市の財政状況はこれまでの財政再建への懸命な取り組みにより、市債残高が
大幅に減少し、各種の財政指標も順調に推移するなど、大きな成果となって表れ
ています。
　このような中で編成された平成26年度当初予算についてお知らせします。

市民一人当たり
の予算

約43万円
※一般会計当初予算

歳出

億
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10

楽しく活動しています！
市の施設で活動し、会員を随時募集している

サークル・団体の一部を紹介します。
あなたも参加してみませんか？

種　別 団体名／活動時間 場所 連絡先 電話番号
剣舞・詩舞 電曄会新庄教室／第2・4土曜日午前 プラ 高 橋 63‐2582

日本舞踊
新庄千川会／月曜日午後1時〜 プラ 沼野　順子 22‐6463
芙蓉流日本舞踊新庄教室／第1・２・３日曜日 わく 横山智恵子 23-0513

民踊・民舞

新庄おどり睦会／月曜日（月2～4回） プラ 髙橋　恵子 22‐3318
新庄民踊紫陽花会昼間部／木曜日午前9時30分〜（月2回） プラ 相馬　園子 23-1897
新庄民踊紫陽花会養成部／木・金曜日午後7時〜（月2回） プラ 笹　ミエ子 22‐4727
あすなろ会／練習は週1回 プラ 笹　笑美子 090-5182-2422

社交ダンス
新庄ダンシングサークル／木曜日午後7時30分〜、第2・4土曜
日午後1時～ わく 宇田　真弓 22‐8732

サークル・カラダン／木曜日午後7時〜 プラ 深　　　田 23-0432
フラダンス フラ・ハウオリ会／第2・4水曜日午後1時～ わく 富樫富久代 32-3621

太極拳

新庄市武術太極拳協会／水曜日午前10時〜、木曜日午後7時〜 プラ 星川多美子 22-1265

新庄太極拳愛好会／時間などはお問い合わせください わく
ほか 合田あき子 23-0072

泉田太極拳教室／木曜日午前9時30分〜11時30分 萩野 鈴木トヨ子 25-3397
ヨ　ガ ヨガサークル／木曜日午後7時30分〜 わく 海藤　直子 32-0663
ストレッチ ストレッチサークル／第2・4水曜日午前10時～ プラ 合田あき子 23-0072

バドミントン
新庄バドミントン愛好会／水曜日午後7時〜 わく 小松　　護 22-5453
新庄ママさんバドミントンクラブ／木曜日午前10時～ 体育 井上　清子 22‐8759
マイペース／火・金曜日午後7時～ 体育 押切　正弘 22‐5655

ラージボール
卓球

新庄ラージ／水・金・日曜日午前9時〜 わく 叶内賀代子 090-5830-9538
新庄卓球愛好会／火曜日午前10時〜、木曜日午後1時30分〜 体育 井上　義隆 22-1029
新庄婦人卓球愛好会／火曜日午前9時〜、木曜日午後1時〜 わく 大友　恭子 22-3402
南部卓球倶楽部／火曜日午後1時〜、木曜日午前9時・午後6
時〜、土曜日午前9時～、日曜日午後6時〜 わく 江口　悟郎 22-6535

ヴィンテージ／土曜日午後 わく 佐藤　靖雄 22-5369

空手道

極真カラテ新庄道場／水曜日午後7時〜 わく 荒　　　木 090-8451-5516
和道流空手道連盟悟拳会支部／日曜日午前9時〜 わく 髙橋　安幸 22-5675
國際松濤館空手道連盟新庄支部／火・土曜日午後7時〜 武道 安食　　孝 25-3151
極真会館田畑道場／月・水曜日午後7時〜 武道 柴田　知房 090-8782-7395

和道会新庄支部／月・金曜日午後7時〜 萩野
ほか 伊藤　賢一 25-2804

崇武館新庄支部／火・土曜日午後6時〜、午後7時〜 わく 武田　政夫 23-0321

柔　道 神室柔道スポーツ少年団
月・火・木曜日午後6時30分〜、土曜日午後4時30分～

武道
ほか 伊藤　好之 25-3225

剣　道 東山錬成会／水・金曜日午後7時〜 武道 溝越　清貴 23-4861

弓　道 新庄弓道連盟／月・火・金曜日午後7時〜、木曜日午後6時～、
土曜日、月・火・木・金が祝日の場合午後1時〜 武道 竹内　　憲 090-2886-4671

合気道 合気道新庄道場／火曜日午後7時〜、木曜日午後6時30分〜 武道 伊藤　宗一 23-2306

○場所／プラ=市民プラザ、文化=市民文化会館、わく=わくわく新庄、体育=市体育館、武道=市武道館、雪里=雪の里
情報館、萩野=萩野地区公民館、歴史=ふるさと歴史センター
※入会や活動時間など詳細は、直接各団体にお問い合せください。
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種　別 団体名／活動時間 場所 連絡先 電話番号

歌　謡

新庄さくら歌謡愛好会／木曜日午後7時〜 わく 山澤　　隆 090-2609-0428

新庄すみれ歌謡愛好会／第1・3水曜日 プラ 須藤　徳昭 23-4822

新庄べにばな歌謡サークル／第2・4土曜日午後6時〜 わく 矢口　力男 29-2228

カラオケ
新庄カラオケ振興会／金曜日午後7時〜 萩野 井上　市作 25-2683

新庄フレッシュ歌謡愛好会／第2・4金曜日午後6時〜 わく 叶内賀代子 090-5830-9538

民　謡
民謡平成会／日曜日午後1時〜（月2回） 雪里 長澤　恵菁 23-1644

吉沢会／第2・4水曜日午後6時30分〜 わく 小嶋　敏男 25-2607

合　唱
新庄混声合唱団／木曜日午後7時〜 プラ 隠明寺享子 23-1837

コーラスこだま／木曜日午前10時～ わく 濱田　智子 22-1342

バレエ エンジェルバレエ／月曜日午後6時～、土曜日午後1時30分～ プラ 佐藤　洋子 0183-73-0212

パッチワーク 布楽会／第2・4木曜日午前9時〜 雪里 庄司　郁子 22-2239

押し花 コスモスの会（押し花）／第2土曜日午後1時〜 わく 渡辺　きみ 22‐6447

手織り コスモスの会（手織り）／第3土曜日午前9時〜 わく 塩谷サツ子 22-3052

七　宝 七宝同好会／第3金曜日 プラ 井上　清子 22-8759

華　道
わくわく華道教室／第1・3土曜日午後7時〜 わく 渡部　弘子 22-6175

小原流いけばなこども教室さくらの会／第2・4土曜日午前
10時～ プラ 大場　順子 23-0188

盆　栽 萩野地区盆栽愛好会／2月と6月に展示会 萩野 山科専太郎 25-3470

油　絵 青葉会／第1・2土曜日午前9時～ わく・
プラ 斉藤　順子 090-7939-1621

和紙ちぎり絵 和紙ちぎり絵クラブ／第3木曜日午前9時〜 プラ 佐藤　豊子 22-6340

植物画 サークルボタニカルアートしんじょう
第3土曜日午前9時～ プラ 大竹美紀子 23-3047

絵手紙 絵手紙教室／第1・３土曜日 わく 五十嵐　徹 22-9926

朗　読 朗読の会／第2・4水曜日 わく 江口　幸子 090-4881-8410

書道 龍門会／第1・３水曜日午後1時30分～、第1・3木・金曜日
午後6時30分～ プラ 丹　　正作 22-9902

詩　吟

岳風会新庄南教場／水曜日午後6時〜 わく 荒井　武男 22-4104

新庄吟風会／木曜日午後7時〜 わく 信夫　清一 22-1434

岳風会万場町支部／金・土曜日午後1時30分〜（月各2回） プラ 田澤　義人 22-2032

岳風会新庄支部東天教場／金曜日午前10時～（月3回） プラ 小椋　浩子 23-1822

大正琴 琴城流大正琴愛好会／月・水・金曜日（月各2回） 文化 阿部　典子 22-6275

民話語り 新庄民話の会／日曜日午後1時～ほか 歴史
ほか

ふるさと歴史
センター 22-2188

市の施設で活動し、会員を随時募集している
サークル・団体の一部を紹介します。

あなたも参加してみませんか？

04
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第9回市民プラザまつり
 （3月9日／市民プラザ）

第30回新庄節全国大会
（3月16日／市民文化会館）

「未来に伝える山形の宝」に登録
（山形県庁）

　最上郡内の産直団体が一同に会し、野菜や切り花などの
農産品、漬物などの農産加工品を販売する催しがゆめりあ
で開催されました。花と緑の交流広場を中心とした会場内
は、大勢の買い物客でにぎわいました。

　地域に残
るさ まざ ま
な文化財を
保存、活用す
るプロジェク
ト を、「 未 来
に伝 える山
形の宝」とし
て登 録する
ことで、文化財保護や、地域活性化、交流の拡大を目的に県
が今年から進めている制度です。年間を通じ、交流の拡大を
テーマとした活動を行っている新庄市エコロジーガーデン
交流拡大プロジェクト実行委員会の活動が認められ、登録さ
れました。

平成２５年度新庄龍山短歌会ジュニ
ア短歌コンクール表彰式（市民プラザ）

　市内の短歌
サークルが主
催し、関 係 自
治 体 の 教 育
委 員 会 の 後
援のもと、は
じめ て 開 催
されたこのコ
ンクール。
新庄・最上地
域のほか、尾花沢市や村山市在住の児童・生徒から1,045
首の応募があり、荒澤美紅さん（新庄小6年）、早坂愛華さん

（萩野中2年）、桐井千咲さん（新庄北高2年）が最優秀に選
ばれました。

3/
12

3/
20

「きずな」写真展
（市民プラザ）

　青少年の健全育成を目的に行政や市民団体により組織さ
れている、市青少年育成市民会議が主催する、「きずな」を
テーマにした写真展が3月30日まで開かれました。家族の
きずなを表
現した作品
が多く、訪れ
た人たちは
東日本大震
災 の 記 憶と
あいまって、

「きずな 」の
大 切 さ を 再
認識していま
した。

3/
13

第13回もがみ“ゆめりあ”
産直フェア（ゆめりあ）

3/
8・9

今年度最後の kitokito 大学（5回目）
開講（3月16日／羽根沢温泉）
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※ホームページでも紹介しています。
URL http://www.city.shinjo.yamagata.jp/machitopi.html

㈱電通で研修した市職員による
施策提案会 （3月18日／市役所）

市内小学校で卒業式
（3月18日／日新小学校）

高楯自動車株式会社と工業団
地分譲契約を締結（市役所）

1/25〜4/3
新庄のひなまつり展

（ふるさと歴史センター）

　新庄中核工業団地内で操業中の高楯自動車株式会社が、
事業規模拡大に伴い同団地内で新たな用地を取得すること
になり、その分譲契約と環境保全等に係る協定についての
調印式が行われました。

　ふるさと歴史セン
ターには、当市にゆか
りのある多くのひな
人形が保管されてお
り、毎年ひな祭りに合
わせて展示・公開して
います。展示されてい
るひな人形の中には、
最上川を使った舟運によりこの地にもたらされたと考えら
れる享保雛や、新庄藩10代藩主戸沢正令の正室、薩摩藩島
津家出身の桃齢院が持参したといわれる、島津家の家紋が

記された雛道具など
も含まれています。
　1月25日から4月3
日までの展示期間中
は、1,900人 も の 人
が訪れ、独特の雰囲気
を堪能していました。

3/
7

　新庄まつりポスターは、新庄まつりをもっと多くの人に
知ってもらうきっかけにしようと毎年作成されています。ま
つりの魅力を凝縮したポスターは、同デザインのチラシと
と も に 関
係 各 所 に
配 布され、
新庄まつり
をピーアー
ルするとと
も に、祭 り
の盛り上げ
にも一役買
うことに な
ります。

平成26年版新庄まつりポスター用
モデル撮影 （新庄商工会議所）

3/
23

第1回市制施行65周年記念事業
実行委員会（3月20日／市役所）

04
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地元で生産される旬の素材と、それを使った新庄の郷土料理を紹介するページです

郷土料理レシピ Cooking Recipe

ふきのとう味噌
材料
ふきのとう.......................................................... 60ｇ
くるみ............................................................. 大さじ1
味噌...................................................................... 45ｇ
砂糖................................................................. 大さじ2

作り方
①ふきのとうは、塩を入れたたっぷりの熱湯でゆ

で、すばやく冷水にさらし、えぐみを取る。
　かたく絞り、細かいみじん切りにする。
②くるみをすり鉢でよくすり、味噌、砂糖を加えて

よくする。
③①に②をいれ、よく和える。
＊味噌や砂糖は、お好みで加減してください。

地元素材deクッキング!
　ふきの花のつぼみであ
るふきのとうは、冬の寒さ
に耐えられるように、何重
もの苞（ほう）が取り巻いて
います。そして、長い冬が
終わると、雪の下から黄緑
色の顔を出します。
　春の訪れを告げる山菜として有名ですが、当市では冬場
の作物として山形県育成新品種である「春音」の生産に取
り組む農家もあり、首都圏などに出荷されて「春の風物詩」
として好評を得ています。
　生産には掘り出しなどの大変な作業もありますが、多く
の人に「春の訪れ」を届けたいという思いを込めて、作られ
ています。市内では産直や販売店などで、4月中旬ごろまで
販売されています。

今
月
の
料
理
人

　
食
生
活
改
善
推
進
員

　
　
加
藤
さ
ん

青
柳
さ
ん

ふきのとう

今月の地元素材

各種料理教室情報

食材ワンポイント
ビタミンやミネラルを多く含むふきのとうは、冬眠から覚めた
クマが最初に食べるくらい栄養豊富なんです。ほろ苦い独特の

味に、新庄の春を感じてみてください。

男性料理教室
◦対象		 一般成人男性
◦とき	 	 ４月２５日㈮ 午前９時３０分〜正午
◦ところ	 市民プラザ調理室
◦内容		 有機野菜を使った料理作り、講話
◦参加費	500円  ◦申込締切	４月１８日㈮
◎詳しくは食改事務局（健康課）へ。☎内線516
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　私たちは、さまざまなボランティア活動に参加するだ
けでなく、全校生徒にボランティアへの参加を呼びか
ける広報活動も行っています。
　今年度は、地域で行われた28のボランティア活動
に対し、延べ221名の生徒が参加しました。また、ボラ
ンティア委員会が企画したJR 新庄駅清掃ボランティ
アには、吹雪のなか18名の生徒が参加してくれまし
た。それぞれのボランティア活動に意欲的に取り組ん
でくれたりする委員や有志生徒の姿を見ると、委員長
である私自身も励まされ、多くのことを学び吸収できた
と思います。
　今後も地域のイベントや校内でのボランティア活動
に積極的に取り組むとともに、自分たちに何ができる
か、どのような活動が求められているかを考えながら、よ
りよい活動ができるように委員会全体で団結し、主体
的に行動を起こしていきたいと思います。

ボランティア委員会委員長　3年　佐藤皐月

新庄南高校
　　地域とともに100周年！

課外授業のススメ！

　県立新庄南高等学校は､今年で創立100周年を迎えます。
　これまで、ボランティア委員会の活動をはじめ、地域活性
化につながるさまざまな活動を通じて、地域とともに100年
間歩んできました。
　今後も地域の皆様に愛される学校として、いろいろな取
り組みに努めていきます。
◎詳しくは、県立新庄南高等学校へ。☎22-1546

高校生の教科外活動を中心に、ボランティア活動、また各学校からのニュースなどを紹介するページです

第1回　新庄南高校ボランティア委員会

教室では
学べない

青
柳
さ
ん

▲校内花壇整備ボランティアの様子

◀▲新庄駅クリーンアップ作戦

▲100万人のキャンドルナイト

04
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新庄まつり公式ホームページ
リニューアルしました！

http://shinjo-matsuri.jp

新庄まつりがユネスコ無形文化遺産候補に！
　３月14日㈮、文化庁は国連教育科学文化機関（ユネス
コ）無形文化遺産の候補として、新庄まつりを含む、32件の
祭りを一括提案しました。
　無形文化遺産とは、遺跡や建造物、自然などを対象とす
る「世界遺産」、文書や絵画などを保護する「記憶遺産」と
並ぶユネスコ三大遺産事業の一つで、2006年に発効した
無形文化遺産保護条約に基づき、世界各国の芸能や社会

的慣習、祭礼行事、伝統工芸技術などの保護を目的として
います。国内では「京都祇園祭の山鉾（やまほこ）行事」「日
立風流物（ふりゅうもの）」が平成21年に登録されています。
　今後ユネスコの審査を経て、結果は早ければ来年11月
に公表されます。登録されれば県内で初めての無形文化
遺産となります。
◎詳しくは、社会教育課へ。☎内線461

ココが
見どこ

ろ！

　

新
し
い
新
庄
ま
つ
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は
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十
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つ
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安
永
五
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七
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ら
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で
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の
み
な
ら
ず
、

多
く
の
人
が
楽
し
め
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と

な
って
い
ま
す
。

　

来
年
迎
え
る
新
庄
ま
つ
り
二
百
六
十

周
年
に
向
け
、更
な
る
情
報
発
信
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、新
庄
ま
つ
り
委
員
会（
商

工
観
光
課
）へ
。

☎
内
線
２
５
２

新庄まつり
写真・資料募集

　新庄まつりの歴史的資料をより一層充
実させるため、皆さんがお持ちの新庄まつ
りに関する資料や写真を募集しています。
　ホームページ上の応募フォームから応
募できますので、ご協力よろしくお願い
いたします。

　http://shinjo-matsuri.jp/
kanren/offer



 『山登りはじめました 〜めざせ！ 富士山編〜』
鈴木  ともこ／著

17 広報

◦今月の新着図書◦
［一般書］

小学１年生の困った！ レスキューブック･････････････主婦の友社
ひとり暮らしの教科書･･･････････････････････････････マ イ ナ ビ
日本橋本石町やさぐれ長屋････････････････････････宇江佐真理
足腰を鍛えるスロージョギング＆スローステップ････ＮＨＫ出版
新米ママもらくらく作れるかわいいベビーグッズ･･････主婦と生活社
演目別歌舞伎の衣裳鑑賞入門･･････････････････東 京 美 術
銀座千と一の物語･･･････････････････････････････････藤田　宜永
丸谷才一  追悼総特集･････････････････････････････河出書房新社

［児童書］
楽しく遊ぶ学ぶよのなかの図鑑･･･････････････････小 学 館
うさぎじまのうさぎちゃん･･････････････････････････････ゆうき えつこ
古代マヤ････････････････････････････････････････ナサニエル・ハリス
アナと雪の女王（ディズニーアニメ小説版）････サラ・ネイサン
ぽかぽか････････････････････････････････････････････････新井　洋行

蔵書検索

◎市立図書館 ☎２２-２１８９
開館時間 : 午前10時～午後6時

休館日: 毎週月曜日

　運動オンチで体力なし、山登り経験ゼロの作者が富士山に登るまでを描いたコ
ミックエッセイです。ツライ、苦しいというイメージがある登山を、作者はそれ以上
に山から見る壮大な景色や日常生活から解放された清々しさなど、山との出会い
をきっかけにどんどん山に魅了されていく姿を描いています。登山ミニ知識や下山
後のお楽しみも満載のこの本に出会い、私も山登りに初挑戦、今まで味わったこと
のない感動で胸がいっぱいになりました。第２弾も手に取り、今度はどこの山に登ろ
うか計画中です。

今月の

図書館インフォメーション

毎月図書館司書が
おすすめの本を紹介します!

図書館ボランティア募集！
　本棚の整理、本の修理、各種イベント
お手伝い、館内外の美化などに協力い
ただけるボランティアを募集します。
説明会を開催します
▪とき　5月12日㈪ 午後1時30分～
▪ところ　市立図書館講座室
◎詳しくは市立図書館へ。☎22-2189

　当社は、製造業の現場で、切削加工機械のドリルやカッターなど、摩耗して傷んだ工
具類を、再研磨して新品同様にし、再びお使いいただけるようにする仕事をしています。
もともとは私のおじが他県で営んでいましたが、都合により廃業したため、私が機械を
譲り受け、一念発起して起業する道を選びました。
　一から勉強し、お客様の期待に沿える製品が作れるようになるまでは大変苦労しまし
たが、創業の数年後に工場長として入社した友人と、二人三脚で頑張れたことや、最新
鋭の工作機械を導入したことなどが功を奏して、業績を大きく伸ばすことがで
きました。その後リーマンショックや東日
本大震災による苦境もありましたが、何と
か乗り切り、現在に至っています。
　創業以来の「一切の妥協を許さず、日々
努力、研鑽し、顧客満足度の向上を目指す」
という方針を変えることなく、より良い製品
づくり、地域づくりのために、これからも全
力で頑張ります。

いきいき仕事人！

Company File № �
株式会社ユニバーサル・ツール
　平成１７年創業。切削工具の高精
度・高品質な製造、再研磨技術を有
し、主に県内と近県、遠くは関東に、
顧客多数。単なる工具の研磨・修繕
にとどまらず、工具使用方法の改善
提案など、小回りが利いた、顔が見え
る営業活動で業績を伸ばす。平成２４
年７月に新庄中核工業団地へ移転。
今後の飛躍が期待される。従業員４
名。

㈱ユニバーサル・ツール
代表取締役

早坂　昭広さん（末広町2区）

 UP!
企業ZOOMMズームアップ

私の

おすすめの1冊

▲本の修理の様子

04



イベントや行政案内など
まちの情報を紹介するページです    催しなど

8
0
0
円
～
17
，5
0
0
円
）

▪
募
集
期
間 

4
月
15
日
㈫
～
21
日

㈪ 

▪
受
付
時
間 

午
前
9
時
30
分
～

午
後
5
時

※
入
居
に
あ
た
り
、同
居
親
族
要
件

な
ど
や
各
優
遇
措
置
対
象
あ
り

◎
県
営
住
宅
指
定
管
理
者 

㈱
西
王
不

動
産 

最
上
事
務
所	

☎
23
-３
１
１
６

新
庄
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
春
の
献
血
事
業

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

▪
と
き 

4
月
19
日
㈯
午
前
9
時
30

分
～
午
後
3
時
30
分

▪
と
こ
ろ 

市
保
健
セ
ン
タ
ー

◎
健
康
課
健
康
推
進
室☎

内
線
５
１
４

市
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

ご
案
内

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
文
化
教
室

▪
対
象 

新
庄
市
在
住
の
60
歳
以
上

の
人 

▪
と
こ
ろ 

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

▪
受
け
付
け 

4
月
15
日
㈫
か
ら

※
電
話
で
の
申
込
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

▪
内
容 

い
け
花
教
室
／
5
月
14
日

㈬
午
前
10
時
か
ら（
毎
月
第
2
水
曜

日
）定
員
20
人 

手
づ
く
り
教
室
／
5

月
22
日
㈭
午
後
1
時
30
分
か
ら（
毎

月
第
4
木
曜
日
）定
員
20
人

　
筆
ペ

ン
教
室
／
5
月
15
日
㈭
午
後
1
時

か
ら（
毎
月
第
3
木
曜
日
）定
員
20

人 

介
護
予
防
体
操
教
室
／
5
月
2

日
㈮
午
後
1
時
か
ら（
毎
月
第
1・3

金
曜
日
）定
員
40
人

地
域
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業

　
町
内
会
の
公
民
館
や
空
き
家
な
ど

を
活
用
し
た
、高
齢
者
の
自
主
的
な

活
動（
軽
体
操
や
健
康
維
持
）に
対
す

る
支
援
な
ど
を
行
って
い
ま
す
。

◎
市
社
会
福
祉
協
議
会	

☎
22
-５
７
９
７

新
庄
市
民
歩
こ
う
会

会
員
募
集

　
伝
統
あ
る「
歩
こ
う
会
」に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。活
動
内
容
な
ど
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▪
活
動
期
間 

4
月
～
11
月

◎
新
庄
市
歩
こ
う
会
事
務
局
・
岸
田

☎
22
-４
０
７
２

健
康
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢

会
員
募
集
・
体
験
も
で
き
ま
す

▪
と
き 

毎
週
土
曜
日 

午
前
９
時
～

午
前
11
時
30
分 

▪
と
こ
ろ 

老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

▪
会
費 

月
額
5
0
0
円

◎
県
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
協
会
新
庄
支
部
・

　
青
柳	

☎
23
-３
７
６
７

知
事
と
語
ろ
う
市
町
村
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

開
催
時
刻
変
更
の
お
知
ら
せ

　
広
報
し
ん
じ
ょ
う
お
知
ら
せ
版
3
月

24
日
号
で
お
知
ら
せ
し
た
、「
知
事
と
語

ろ
う
市
町
村
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
in
新
庄
」の

開
催
時
刻
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

▪
旧 

5
月
13
日
㈫
午
後
1
時
30
分

～
3
時
30
分

▪
新 

5
月
13
日
㈫
午
前
10
時
～
11

時
30
分 

※
開
催
場
所（
市
民
プ
ラ

ザ
大
ホ
ー
ル
）に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

◎
総
務
課
秘
書
・
行
革
広
報
室

☎
内
線
２
１
２

名
称
が
変
わ
り
ま
す

新
庄
市
文
化
団
体
会
議

　
新
庄
市
文
化
団
体
会
議
は
、新
庄

市
芸
術
祭
50
周
年
の
節
目
に
合
わ
せ

て
、本
年
度
よ
り「
新
庄
市
芸
術
文
化

協
会
」に
名
称
を
変
更
し
ま
し
た
。

◎
新
庄
市
芸
術
文
化
協
会

☎
22
-７
０
２
９

Ｊ
Ｒ
沿
線
沿
い
除
草
薬
散
布

安
全
運
行
確
保
の
た
め

▪
と
き 

4
月
初
旬
～
下
旬
の
夜
間

▪
散
布
範
囲 

管
内
線
路
内
の
雑
草

繁
茂
部
分

◎
Ｊ
Ｒ
新
庄
保
線
技
術
セ
ン
タ
ー

☎
22
-５
５
８
１

新
庄
市
職
員
採
用
試
験（
上
級
職
）

平
成
26
年
度
採
用
試
験

▪
住
所
要
件 

採
用
後
、新
庄
市
内
に

居
住
す
る
見
込
み
の
あ
る
人

▪
試
験
内
容 

一
次
試
験
／
教
養
試

験（
大
学
卒
業
程
度
）、専
門
試
験（
行

政
）、職
場
適
応
性
検
査

　
二
次
試
験

／
作
文
試
験
、人
物
試
験

▪
受
付
期
間 

平
成
26
年
5
月
19
日

㈪
～
6
月
20
日
㈮（
必
着
）

▪
受
験
申
込
用
紙 

新
庄
市
総
務
課

で
交
付
し
ま
す
。郵
便
で
請
求
す
る

場
合
は
、封
筒
の
表
に『
受
験
申
込
書

請
求
』と
朱
書
き
し
、1
2
0
円
切
手

を
貼
っ
た
あ
て
先
明
記
の
返
信
用
封

筒（
角
形
2
号
）を
同
封
の
う
え
、〒

9
9
6
-8
5
0
1 

新
庄
市
沖
の
町

10
番
37
号 

新
庄
市
総
務
課
ま
で
。申

込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▪
一
次
試
験 

7
月
27
日
㈰
／
わ
く

わ
く
新
庄

　
※
一
次
試
験
の
合
格
発

表
は
８
月
中
旬
の
予
定
。

◎
総
務
課
職
員
・
法
令
文
書
室

☎
内
線
２
２
０・２
３
０

新
庄
市
地
域
防
災
計
画
修
正
案

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
市
で
は
、防
災
時
の
対
応
を
ま
と
め

た「
新
庄
市
地
域
防
災
計
画
」の
見
直

し
を
進
め
て
お
り
ま
す
。こ
の
修
正
案

に
つ
い
て
、市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

▪
募
集
期
間 

4
月
25
日
㈮
ま
で

▪
閲
覧
場
所 

市
役
所
市
民
課・環
境

課
、市
民
プ
ラ
ザ
、わ
く
わ
く
新
庄
、雪

の
里
情
報
館
、市
立
図
書
館
、八
向
地

区
公
民
館
、萩
野
地
区
公
民
館 
※

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。 

▪
提
出
方
法 

閲
覧
場
所
に

に
備
え
付
け
の
箱
に
投
函
す
る
か
、郵

送・F
A
X
な
ど
で

◎
環
境
課
地
域
防
災
室	

☎
内
線
４
３
６

春
季
火
災
予
防
運
動
の
実
施

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
の
お
知
ら
せ

　
春
は
強
風・乾
燥
の
日
が
多
く
、火

災
が
多
発
す
る
時
期
で
す
。火
災
予

防
運
動
期
間
中
は
、防
火
広
報
活
動

を
は
じ
め
、サ
イ
レ
ン
吹
鳴
に
よ
る
火

災
予
防
の
啓
発
を
図
り
ま
す
の
で
、ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▪
期
間 

4
月
16
日
㈬
～
22
日
㈫

◎
環
境
課
地
域
防
災
室	

☎
内
線
４
３
７

紙
お
む
つ
を
支
給
し
ま
す

お
知
ら
せ

▪
対
象 

ね
た
き
り
や
認
知
症
に
よ

り
、失
禁
な
ど
の
心
配
が
あ
る
65
歳

以
上
の
人
の
う
ち
、次
に
該
当
す
る
人
。

在
宅
で
生
活
し
て
い
る
本
人
及
び
生

計
中
心
者
の
所
得
税
が
非
課
税
で
あ

り
、か
つ
本
人
が
介
護
保
険
に
お
け
る

要
介
護
３
～
５
の
認
定
を
受
け
た
人

ま
た
は
、同
程
度
の
状
態
の
人

▪
申
請
場
所 

成
人
福
祉
課
①
窓
口

▪
持
ち
物 

印
鑑・介
護
保
険
証・平
成

25
年
中
の
所
得
税
額
が
分
か
る
書
類

◎
成
人
福
祉
課
高
齢
障
害
支
援
室

☎
内
線
５
５
３・５
５
２

新
庄
市
体
験
農
園
栽
培
体
験
者
募
集

体
験
者
募
集
！

　
体
験
農
園
で
栽
培
体
験
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。※
一区
画
概
ね
1
0
0
㎡

▪
期
間 

5
月
～
11
月

▪
と
こ
ろ 

新
庄
市
体
験
農
園（
小
泉
）

▪
体
験
料 

3
、0
0
0
円

▪
申
込
締
切 

4
月
18
日
㈮
ま
で
に

電
話
で 

▪
定
員 

12
人（
先
着
順
）

◎
農
林
課
農
林
振
興
室	

☎
内
線
２
６
９

創
作
和
食・和
菓
子
料
理
教
室

参
加
者
募
集

▪
と
き 

4
月
24
日
㈭
午
前
の
部
／

午
前
11
時
か
ら 

午
後
の
部
／
午
後
6

時
か
ら 

▪
と
こ
ろ 

市
民
プ
ラ
ザ
調

理
室 

▪
内
容 

ど
て
煮
、桜
餅
2
種
な

ど
4
品
の
料
理
教
室

▪
講
師 

笹 

美
知
子
氏

▪
材
料
費 

2
、5
0
0
円

▪
申
込
締
切 

4
月
22
日
㈫

◎
事
務
局
・
笹	

☎
22
-２
０
８
６

県
営
三
吉
町
ア
パ
ー
ト
１
号
棟

入
居
者
募
集

▪
募
集
戸
数 

１
戸（
家
賃 

1
1
，

国民健康保険税が変わります
　国民健康保険税の税率が３月議会によ
り審議され、下記のように改正されました。

医療保険
分按分率

介護納付
金按分率

所得割（改正前） 7.44％ 1.97％
（改正後） 9.42％ 2.76％

均等割（改正前）25,100円 8,900円
（改正後）30,000円 11,800円

平等割（改正前）23,900円 7,500円
（改正後）29,200円 10,300円

　平成26年度税制改正により下記のよ
うに税制が改正されます。
●課税限度額が引き上げられました。
　後期高齢者支援分	14万円→16万円
　介護納付金	 12万円→14万円
　全体の課税限度額	 77万円→81万円
●５割軽減・２割軽減の基準額の見直し
　低所得者の軽減措置の対象を拡大す
るため、対象となる世帯の軽減判定所得
が引き上げられました。
※７月中旬に今年度の国民健康保険税納
付通知書を世帯主宛に送付いたします。
◎詳しくは、税務課課税室へ。	☎内線142

第38回全国育樹祭記念行事
2014森林・林業・環境機械

展示実演会開催
▪とき 10月12日（日）～13日（月祝）
▪ところ 新庄中核工業団地内（福田）
▪内容 全国の機械メーカーなどによる、
最新の高性能林業機械などの展示・実演
をおこないます。
▪入場料 無料（どなたでもご参加できます）
◎詳しくは、県環境エネルギー部みどり自然課
全国育樹祭準備室へ。	 ☎023-630-3280

市民文化会館からのお知らせ

T-bone’s トロンボーンカルテット2014
◦とき 4月26日㈯午後5時３０分開場
◦ところ 市民文化会館小ホール
◦入場料 無料 ※要整理券（取り扱い：
市民文化会館、市民プラザ
新庄出身音楽家による ふるさとコンサート2014
◦とき 6月21日㈯午後１時３０分開場
◦ところ 市民文化会館大ホール
◦チケット 大人2,000円 高校生以下
1,000円 ※当日５００円増し
◦取り扱い 市民文化会館、市民プラザほか
◎詳しくは、市民文化会館へ。	☎22-7029

はじめての美文字レッスン
　アットホームな雰囲気で、ペン字を習っ
てみませんか。（筆ペンではありません）
◦とき ５月16日㈮～10月24日㈮午後２
時～４時　毎月１回で全６回コース
◦ところ 市民プラザ（4月21日㈪受付開始）
◦受講料 3,000円 ※先着１０人
◎詳しくは、市民プラザへ。	 ☎22-4200

絵画（油絵・水彩画）入門
　絵画の基礎から学べます。
◦とき ５月～平成２７年３月 毎月第２・４
土曜日 午後１時～４時
◦ところ 市民プラザ
◦講師 安食宣善 氏
◦受講料 年額20,000円
◎詳しくは、事務局・渡部へ。	☎22-9101

わくわく転ばねじゅー体操教室
◦対象 概ね65歳以上の人
◦とき ５月14日㈬～10月22日㈬ 第２・
４水曜日（全１２回）※８月のみ第１・３水
曜日
◦ところ わくわく新庄
◦内容 無理なく、楽しくできる筋力アッ
プ・バランス強化のための体操
◦講師 県接骨師会・市健康課保健師
◦持ち物 バスタオル、内ズック、飲み物
◦参加費 3,000円（１２回分）※保険込
◦申込締切 ４月３０日㈬まで
◎詳しくは、わくわく新庄まで。☎23-0197

区
分

生
年
月
日
・
資
格
等

採
用

上
級
行

政
職
Ａ
昭
和
55
年
４
月
２
日
〜

平
成
元
年
４
月
１
日

若
干
名

上
級
行

政
職
Ｂ

・
平
成
元
年
４
月
２
日
〜

平
成
５
年
４
月
１
日

・平
成
５
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人
で
、大

学（
短
大
除
く
）を
卒
業

し
た
人
ま
た
は
、平
成
27

年
３
月
ま
で
に
卒
業
す

る
見
込
み
の
人

若
干
名

18
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8
0
0
円
～
17
，5
0
0
円
）

▪
募
集
期
間 

4
月
15
日
㈫
～
21
日

㈪ 

▪
受
付
時
間 

午
前
9
時
30
分
～

午
後
5
時

※
入
居
に
あ
た
り
、同
居
親
族
要
件

な
ど
や
各
優
遇
措
置
対
象
あ
り

◎
県
営
住
宅
指
定
管
理
者 

㈱
西
王
不

動
産 

最
上
事
務
所	
☎
23
-３
１
１
６

新
庄
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
春
の
献
血
事
業

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

▪
と
き 

4
月
19
日
㈯
午
前
9
時
30

分
～
午
後
3
時
30
分

▪
と
こ
ろ 

市
保
健
セ
ン
タ
ー

◎
健
康
課
健
康
推
進
室☎

内
線
５
１
４

市
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

ご
案
内

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
文
化
教
室

▪
対
象 

新
庄
市
在
住
の
60
歳
以
上

の
人 

▪
と
こ
ろ 

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

▪
受
け
付
け 

4
月
15
日
㈫
か
ら

※
電
話
で
の
申
込
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

▪
内
容 

い
け
花
教
室
／
5
月
14
日

㈬
午
前
10
時
か
ら（
毎
月
第
2
水
曜

日
）定
員
20
人 

手
づ
く
り
教
室
／
5

月
22
日
㈭
午
後
1
時
30
分
か
ら（
毎

月
第
4
木
曜
日
）定
員
20
人

　
筆
ペ

ン
教
室
／
5
月
15
日
㈭
午
後
1
時

か
ら（
毎
月
第
3
木
曜
日
）定
員
20

人 

介
護
予
防
体
操
教
室
／
5
月
2

日
㈮
午
後
1
時
か
ら（
毎
月
第
1・3

金
曜
日
）定
員
40
人

地
域
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業

　
町
内
会
の
公
民
館
や
空
き
家
な
ど

を
活
用
し
た
、高
齢
者
の
自
主
的
な

活
動（
軽
体
操
や
健
康
維
持
）に
対
す

る
支
援
な
ど
を
行
って
い
ま
す
。

◎
市
社
会
福
祉
協
議
会	

☎
22
-５
７
９
７

新
庄
市
民
歩
こ
う
会

会
員
募
集

　
伝
統
あ
る「
歩
こ
う
会
」に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。活
動
内
容
な
ど
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▪
活
動
期
間 

4
月
～
11
月

◎
新
庄
市
歩
こ
う
会
事
務
局
・
岸
田

☎
22
-４
０
７
２

健
康
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢

会
員
募
集
・
体
験
も
で
き
ま
す

▪
と
き 

毎
週
土
曜
日 

午
前
９
時
～

午
前
11
時
30
分 

▪
と
こ
ろ 

老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

▪
会
費 

月
額
5
0
0
円

◎
県
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
協
会
新
庄
支
部
・

　
青
柳	

☎
23
-３
７
６
７

知
事
と
語
ろ
う
市
町
村
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

開
催
時
刻
変
更
の
お
知
ら
せ

　
広
報
し
ん
じ
ょ
う
お
知
ら
せ
版
3
月

24
日
号
で
お
知
ら
せ
し
た
、「
知
事
と
語

ろ
う
市
町
村
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
in
新
庄
」の

開
催
時
刻
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

▪
旧 

5
月
13
日
㈫
午
後
1
時
30
分

～
3
時
30
分

▪
新 

5
月
13
日
㈫
午
前
10
時
～
11

時
30
分 

※
開
催
場
所（
市
民
プ
ラ

ザ
大
ホ
ー
ル
）に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

◎
総
務
課
秘
書
・
行
革
広
報
室

☎
内
線
２
１
２

名
称
が
変
わ
り
ま
す

新
庄
市
文
化
団
体
会
議

　
新
庄
市
文
化
団
体
会
議
は
、新
庄

市
芸
術
祭
50
周
年
の
節
目
に
合
わ
せ

て
、本
年
度
よ
り「
新
庄
市
芸
術
文
化

協
会
」に
名
称
を
変
更
し
ま
し
た
。

◎
新
庄
市
芸
術
文
化
協
会

☎
22
-７
０
２
９

Ｊ
Ｒ
沿
線
沿
い
除
草
薬
散
布

安
全
運
行
確
保
の
た
め

▪
と
き 

4
月
初
旬
～
下
旬
の
夜
間

▪
散
布
範
囲 

管
内
線
路
内
の
雑
草

繁
茂
部
分

◎
Ｊ
Ｒ
新
庄
保
線
技
術
セ
ン
タ
ー

☎
22
-５
５
８
１

新
庄
市
職
員
採
用
試
験（
上
級
職
）

平
成
26
年
度
採
用
試
験

▪
住
所
要
件 

採
用
後
、新
庄
市
内
に

居
住
す
る
見
込
み
の
あ
る
人

▪
試
験
内
容 

一
次
試
験
／
教
養
試

験（
大
学
卒
業
程
度
）、専
門
試
験（
行

政
）、職
場
適
応
性
検
査

　
二
次
試
験

／
作
文
試
験
、人
物
試
験

▪
受
付
期
間 

平
成
26
年
5
月
19
日

㈪
～
6
月
20
日
㈮（
必
着
）

▪
受
験
申
込
用
紙 

新
庄
市
総
務
課

で
交
付
し
ま
す
。郵
便
で
請
求
す
る

場
合
は
、封
筒
の
表
に『
受
験
申
込
書

請
求
』と
朱
書
き
し
、1
2
0
円
切
手

を
貼
っ
た
あ
て
先
明
記
の
返
信
用
封

筒（
角
形
2
号
）を
同
封
の
う
え
、〒

9
9
6
-8
5
0
1 

新
庄
市
沖
の
町

10
番
37
号 

新
庄
市
総
務
課
ま
で
。申

込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▪
一
次
試
験 

7
月
27
日
㈰
／
わ
く

わ
く
新
庄

　
※
一
次
試
験
の
合
格
発

表
は
８
月
中
旬
の
予
定
。

◎
総
務
課
職
員
・
法
令
文
書
室

☎
内
線
２
２
０・２
３
０

新
庄
市
地
域
防
災
計
画
修
正
案

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
市
で
は
、防
災
時
の
対
応
を
ま
と
め

た「
新
庄
市
地
域
防
災
計
画
」の
見
直

し
を
進
め
て
お
り
ま
す
。こ
の
修
正
案

に
つ
い
て
、市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

▪
募
集
期
間 

4
月
25
日
㈮
ま
で

▪
閲
覧
場
所 

市
役
所
市
民
課・環
境

課
、市
民
プ
ラ
ザ
、わ
く
わ
く
新
庄
、雪

の
里
情
報
館
、市
立
図
書
館
、八
向
地

区
公
民
館
、萩
野
地
区
公
民
館 

※

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。 

▪
提
出
方
法 

閲
覧
場
所
に

に
備
え
付
け
の
箱
に
投
函
す
る
か
、郵

送・F
A
X
な
ど
で

◎
環
境
課
地
域
防
災
室	

☎
内
線
４
３
６

春
季
火
災
予
防
運
動
の
実
施

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
の
お
知
ら
せ

　
春
は
強
風・乾
燥
の
日
が
多
く
、火

災
が
多
発
す
る
時
期
で
す
。火
災
予

防
運
動
期
間
中
は
、防
火
広
報
活
動

を
は
じ
め
、サ
イ
レ
ン
吹
鳴
に
よ
る
火

災
予
防
の
啓
発
を
図
り
ま
す
の
で
、ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▪
期
間 

4
月
16
日
㈬
～
22
日
㈫

◎
環
境
課
地
域
防
災
室	

☎
内
線
４
３
７

紙
お
む
つ
を
支
給
し
ま
す

お
知
ら
せ

▪
対
象 

ね
た
き
り
や
認
知
症
に
よ

り
、失
禁
な
ど
の
心
配
が
あ
る
65
歳

以
上
の
人
の
う
ち
、次
に
該
当
す
る
人
。

在
宅
で
生
活
し
て
い
る
本
人
及
び
生

計
中
心
者
の
所
得
税
が
非
課
税
で
あ

り
、か
つ
本
人
が
介
護
保
険
に
お
け
る

要
介
護
３
～
５
の
認
定
を
受
け
た
人

ま
た
は
、同
程
度
の
状
態
の
人

▪
申
請
場
所 

成
人
福
祉
課
①
窓
口

▪
持
ち
物 

印
鑑・介
護
保
険
証・平
成

25
年
中
の
所
得
税
額
が
分
か
る
書
類

◎
成
人
福
祉
課
高
齢
障
害
支
援
室

☎
内
線
５
５
３・５
５
２

新
庄
市
体
験
農
園
栽
培
体
験
者
募
集

体
験
者
募
集
！

　
体
験
農
園
で
栽
培
体
験
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。※
一区
画
概
ね
1
0
0
㎡

▪
期
間 

5
月
～
11
月

▪
と
こ
ろ 

新
庄
市
体
験
農
園（
小
泉
）

▪
体
験
料 

3
、0
0
0
円

▪
申
込
締
切 

4
月
18
日
㈮
ま
で
に

電
話
で 

▪
定
員 

12
人（
先
着
順
）

◎
農
林
課
農
林
振
興
室	

☎
内
線
２
６
９

創
作
和
食・和
菓
子
料
理
教
室

参
加
者
募
集

▪
と
き 

4
月
24
日
㈭
午
前
の
部
／

午
前
11
時
か
ら 

午
後
の
部
／
午
後
6

時
か
ら 

▪
と
こ
ろ 

市
民
プ
ラ
ザ
調

理
室 

▪
内
容 

ど
て
煮
、桜
餅
2
種
な

ど
4
品
の
料
理
教
室

▪
講
師 

笹 

美
知
子
氏

▪
材
料
費 

2
、5
0
0
円

▪
申
込
締
切 

4
月
22
日
㈫

◎
事
務
局
・
笹	

☎
22
-２
０
８
６

県
営
三
吉
町
ア
パ
ー
ト
１
号
棟

入
居
者
募
集

▪
募
集
戸
数 

１
戸（
家
賃 

1
1
，

国民健康保険税が変わります
　国民健康保険税の税率が３月議会によ
り審議され、下記のように改正されました。

医療保険
分按分率

介護納付
金按分率

所得割（改正前） 7.44％ 1.97％
（改正後） 9.42％ 2.76％

均等割（改正前）25,100円 8,900円
（改正後）30,000円 11,800円

平等割（改正前）23,900円 7,500円
（改正後）29,200円 10,300円

　平成26年度税制改正により下記のよ
うに税制が改正されます。
●課税限度額が引き上げられました。
　後期高齢者支援分	14万円→16万円
　介護納付金	 12万円→14万円
　全体の課税限度額	 77万円→81万円
●５割軽減・２割軽減の基準額の見直し
　低所得者の軽減措置の対象を拡大す
るため、対象となる世帯の軽減判定所得
が引き上げられました。
※７月中旬に今年度の国民健康保険税納
付通知書を世帯主宛に送付いたします。
◎詳しくは、税務課課税室へ。	☎内線142

第38回全国育樹祭記念行事
2014森林・林業・環境機械

展示実演会開催
▪とき 10月12日（日）～13日（月祝）
▪ところ 新庄中核工業団地内（福田）
▪内容 全国の機械メーカーなどによる、
最新の高性能林業機械などの展示・実演
をおこないます。
▪入場料 無料（どなたでもご参加できます）
◎詳しくは、県環境エネルギー部みどり自然課
全国育樹祭準備室へ。	 ☎023-630-3280

市民文化会館からのお知らせ

T-bone’s トロンボーンカルテット2014
◦とき 4月26日㈯午後5時３０分開場
◦ところ 市民文化会館小ホール
◦入場料 無料 ※要整理券（取り扱い：
市民文化会館、市民プラザ
新庄出身音楽家による ふるさとコンサート2014
◦とき 6月21日㈯午後１時３０分開場
◦ところ 市民文化会館大ホール
◦チケット 大人2,000円 高校生以下
1,000円 ※当日５００円増し
◦取り扱い 市民文化会館、市民プラザほか
◎詳しくは、市民文化会館へ。	☎22-7029

はじめての美文字レッスン
　アットホームな雰囲気で、ペン字を習っ
てみませんか。（筆ペンではありません）
◦とき ５月16日㈮～10月24日㈮午後２
時～４時　毎月１回で全６回コース
◦ところ 市民プラザ（4月21日㈪受付開始）
◦受講料 3,000円 ※先着１０人
◎詳しくは、市民プラザへ。	 ☎22-4200

絵画（油絵・水彩画）入門
　絵画の基礎から学べます。
◦とき ５月～平成２７年３月 毎月第２・４
土曜日 午後１時～４時
◦ところ 市民プラザ
◦講師 安食宣善 氏
◦受講料 年額20,000円
◎詳しくは、事務局・渡部へ。	☎22-9101

わくわく転ばねじゅー体操教室
◦対象 概ね65歳以上の人
◦とき ５月14日㈬～10月22日㈬ 第２・
４水曜日（全１２回）※８月のみ第１・３水
曜日
◦ところ わくわく新庄
◦内容 無理なく、楽しくできる筋力アッ
プ・バランス強化のための体操
◦講師 県接骨師会・市健康課保健師
◦持ち物 バスタオル、内ズック、飲み物
◦参加費 3,000円（１２回分）※保険込
◦申込締切 ４月３０日㈬まで
◎詳しくは、わくわく新庄まで。☎23-0197
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ホームページでさらに詳しい
取材記を掲載しています。
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